
「
余
命
宣
告
を
受
け
た
父
親
に

自
分
が
店
を
持
っ
た
と
こ

ろ
を
見
せ
た
か
っ
た
」

　

平
成
17
年
3
月
21
日
、
恋
路
海
岸

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
の
建
物
の
一
角
に

小
さ
な
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
「
な
か
の
洋

菓
子
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
中
野
洋ひ
ろ
と人

さ
ん
（
28

歳
）＝
松
波
＝
は
金
沢
、
東
京
で
修

行
を
積
ん
で
き
た
ケ
ー
キ
職
人
（
＝

パ
テ
ィ
シ
エ
）
だ
。

　
「
自
分
の
技
術
も
ま
だ
未
熟
で
、

作
れ
る
ケ
ー
キ
も
少
な
か
っ
た
。
一

つ
一
つ
が
勉
強
だ
っ
た
」
と
オ
ー
プ

ン
当
時
を
振
り
返
る
。

　

そ
の
味
は
次
第
に
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
で
は
金
沢
方
面
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
ケ
ー
キ
を
買
い
に
く
る
と

い
う
お
客
さ
ん
も
い
る
。

　

中
野
さ
ん
が
パ
テ
ィ
シ
エ
を
志
し

た
の
は
中
学
生
の
こ
ろ
。
進
路
を
決

め
る
と
き
に
料
理
人
か
パ
テ
ィ
シ
エ

か
迷
っ
た
と
い
う
が
、
も
と
も
と

ケ
ー
キ
が
好
き
で
工
作
も
得
意
だ
っ

た
中
野
さ
ん
は
「
食
材
を
調
理
す
る

よ
り
も
、
想
像
力
で
ゼ
ロ
か
ら
作
る

ケ
ー
キ
の
方
が
お
も
し
ろ
い
」
と
考

え
パ
テ
ィ
シ
エ
の
道
を
選
ん
だ
。

　

大
阪
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
金

沢
市
の
洋
菓
子
専
門
店
に
就
職
し
た

中
野
さ
ん
。
金
沢
で
は
、
ケ
ー
キ
を

作
り
、
友
人
と
遊
び
、
そ
れ
な
り
に

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
と

い
う
。
し
か
し『
自
分
の
店
を
持
つ
』

と
い
う
夢
を
描
い
て
い
た
中
野
さ
ん

に
と
っ
て
、
金
沢
で
の
生
活
は
「
こ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不

安
を
大
き
く
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
「
ケ
ー
キ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
勉
強
し
た

い
」
と
21
歳
の
と
き
に
東
京
で
の
修

行
を
決
意
。「
自
分
が
本
物
と
思
う

人
か
ら
学
び
た
い
」
と
有
名
パ
テ
ィ

シ
エ
の
店
に
直
接
電
話
を
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
自
分
が
働
き
た
い
と

思
う
店
を
探
し
た
。

　
「
接
客
も
レ
シ
ピ
も
金
沢
と
は
求

め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
が
違
っ
た
」

　

就
職
が
決
ま
っ
た
中
野
さ
ん
は
、

パ
テ
ィ
シ
エ
の
厳
し
い
世
界
を
痛
感

す
る
。
師
匠
と
な
っ
た
パ
テ
ィ
シ
エ

か
ら
は
「
次
に
つ
な
が
る
仕
事
を
し

ろ
」
と
厳
し
く
言
わ
れ
た
。「
自
分

で
考
え
て
ケ
ー
キ
を
作
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
は
レ
シ
ピ
を
写
す
こ
と
も

さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」と
い
う
。

　

厳
し
い
環
境
に
身
を
置
い
て
2

年
、
中
野
さ
ん
は
体
調
を
崩
し
て
一

度
能
登
に
帰
る
こ
と
を
決
め
る
。

　
「
病
気
を
治
し
て
、
も
う
一
度
東

京
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
」

　

し
か
し
、
療
養
中
に
父
親
が
病
に

倒
れ
、「
父
親
の
た
め
に
」
と
周
囲

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
古
里
で
の
開

業
を
決
意
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
小
さ
な
店
を
一
人
で

切
り
盛
り
し
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で

仕
事
を
し
た
。
疲
れ
果
て
、
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
限
界
を
感
じ
た
時

期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
「
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て

初
め
て
、
店
を
持
つ
大
変
さ
と
自
分

の
甘
さ
を
知
っ
た
」
と
常
に
前
を
見

続
け
た
。
そ
し
て
「
自
分
が
良
く
な

い
と
思
っ
た
も
の
は
絶
対
に
出
さ
な
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PROFILE
なかの・ひろと
1980 年能登町松波生まれ。飯田高校卒業
後、大阪の辻製菓専門学校で洋菓子作りを
学ぶ。金沢、東京の洋菓子店で修行し
2005 年 3月、恋路地内に「なかの洋菓子店」
をオープン。松波在住、28 歳。

常連のお客さんに新作ケーキの
説明をする中野さん。作業中で
手が離せないとき以外は、でき
るだけお店に出てお客さんと話
をするようにしている。

「ケーキは人を幸せにできる」

パティシエ

中野洋人さん

ー Vol.32 ー

い
」
と
い
う
思
い
で
、
試
行
錯
誤
す

る
日
々
を
送
っ
て
き
た
。

　
「
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
地

元
の
人
や
、
遠
く
か
ら
買
い
に
来
て

く
れ
る
人
も
い
て
く
れ
て
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
。
ケ
ー
キ
を
作
る
の
は

自
分
だ
が
『
な
か
の
洋
菓
子
店
』
は

み
ん
な
に
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
」

と
話
す
中
野
さ
ん
。

　

そ
の
手
か
ら
生
ま
れ
る
ケ
ー
キ
に

は
、
職
人
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
と
、

前
向
き
で
明
る
い
中
野
さ
ん
の
人
間

と
し
て
の
魅
力
も
詰
ま
っ
て
い
る
。
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消
防
長
官
表
彰

退
職
消
防
団
員
報
償

中
瀬
晴
夫（
元
分
団
長
）

浅
田
正
之（
元
分
団
長
）

徳
田　

啓（
元
副
分
団
長
）

山
岸
良
治（
元
団
員
）

下
畠
宏
信（
元
団
員
）

川
端　

淳（
元
団
員
）

（
故
）瀧
崎
好
雄（
元
団
員
）

石
川
県
知
事
表
彰

功
労
章

奥
成
壯
三
郎（
小
木
・
分
団
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

廣
瀬
英
人（
小
木
・
班
長
）

井
畠
網
臣（
神
野
・
班
長
）

坂
口　

衛（
白
丸
・
班
長
） 

 

吉
鎌
浩
一（
柳
田
・
班
長
）

瀧
上　

繁（
上
町
・
班
長
） 

 

天
幸
治
嘉（
三
波
・
班
長
） 

 

山
﨑
卓
男（
秋
吉
・
班
長
） 

 

國
谷
修
一（
高
倉
・
団
員
） 

 

秋
脇　

元（
高
倉
・
団
員
） 

 

宮
口　

司（
岩
井
戸
・
団
員
） 

 

堤　
　

裕（
岩
井
戸
・
団
員
）

棚
田　

郁（
岩
井
戸
・
団
員
） 

 

猪
子
一
弥（
三
波
・
団
員
） 
 

久
保
田
利
孝（
秋
吉
・
団
員
）

退
職
消
防
団
員
報
償

畑
中
信
幸（
元
団
員
）

鳥
毛
将
美（
元
団
員
）

影
田
久
博（
元
団
員
）

能
登
町
長
表
彰

功
労
章

天
幸
治
嘉（
三
波
・
班
長
）

山
田
久
就（
三
波
・
班
長
）

山
谷
聡
司（
三
波
・
団
員
）

竹
下
浩
市（
三
波
・
団
員
）

田
邊
直
樹（
三
波
・
団
員
）

時
長
弘
志（
三
波
・
団
員
）

消
防
職
員
の
部

川
本
京
介（
消
防
副
士
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

舩
本
隆
司（
宇
出
津
第
一
・
班
長
）

濱
谷
貴
之（
宇
出
津
第
一
・
班
長
）

舟
元
俊
朗（
白
丸
・
班
長
）

谷
内
博
則（
山
田
・
班
長
）

小
林
幸
次（
山
田
・
班
長
）

濱
口
雅
行（
高
倉
・
団
員
）

西
田　

剛（
高
倉
・
団
員
）

新
谷
伸
一（
小
木
・
団
員
）

南
山
正
樹（
小
木
・
団
員
）

新
出
崇
人（
小
木
・
団
員
）

小
田
浩
太
郎（
宇
出
津
第
一
・
団
員
）

小
坂
広
一（
松
波
・
団
員
）

垣
口
孝
明（
上
町
・
団
員
）

中
前
正
俊（
宇
出
津
第
二
・
団
員
）

畑
下
大
吾（
秋
吉
・
団
員
）

優
良
団
員
表
彰

西　

元
昭（
宇
出
津
第
二
・
班
長
）

新
村
正
人（
小
木
・
団
員
）

河
本
光
徳（
小
間
生
・
団
員
）

大
町　

実（
神
野
・
団
員
）

加
藤
正
浩（
松
波
・
団
員
）

大
町　

学（
山
田
・
団
員
）

森
本
順
二（
山
田
・
団
員
）

岡
平
和
彦（
柳
田
・
団
員
）

瀬
戸　

悟（
柳
田
・
団
員
）

山
下
達
也（
柳
田
・
団
員
）

吉
田
義
法（
不
動
寺
・
団
員
）

久
田
貴
之（
宇
出
津
第
二
・
団
員
）

木
下
雄
貴（
秋
吉
・
団
員
）

青
木
岳
晴（
鵜
川
・
団
員
）

七
波
正
春（
鵜
川
・
団
員
）

槻　

繁
治（
鵜
川
・
団
員
）

竹
内
満
寿
夫（
鵜
川
・
団
員
）

平
成
21
年

消
防
団
出
初
式

表
彰
者　
※
敬
称
略

退
職
団
員
感
謝
状

山
岸
信
夫（
元
分
団
長
）

田
端
秀
雄（
元
部
長
）

消
防
団
員
雇
用
事
業
所
感
謝
状

㈱
角
田
商
店

代
表
取
締
役
社
長　

角
田
芳
久

柳
瀬
建
築　

代
表　

柳
瀬
隆
憲

三
杉
運
送
㈱

代
表
取
締
役
社
長　
　

山
孝
昭

消
防
団
長
表
彰

精
勤
章

上
田
尚
憲（
小
間
生
・
団
員
）

井
口
豊
勝（
松
波
・
団
員
）

牧
野
智
和（
松
波
・
団
員
）

濱
畠
和
昭（
白
丸
・
団
員
）

干
場　

努（
上
町
・
団
員
）

新
谷　

篤（
上
町
・
団
員
）

須
磨
照
秋（
上
町
・
団
員
）

中
村　

昇（
三
波
・
団
員
）

平
成
20
年
入
団
者（
16
人
）

嵐　

友
宏（
高
倉
・
団
員
）

森
本
裕
次
郎（
高
倉
・
団
員
）

上
見
正
人（
小
木
・
団
員
）

和
田
祐
一（
小
木
・
団
員
）

芳
野
瑛
司（
小
木
・
団
員
）

高
木
功
次
郎（
宇
出
津
第
一
・
団
員
）

玉
地
大
輔（
宇
出
津
第
一
・
団
員
）

徳
田
啓
一（
岩
井
戸
・
団
員
）

向
峠　

昂（
岩
井
戸
・
団
員
）

紺
谷
康
洋（
岩
井
戸
・
団
員
）

宮
下　

守（
山
田
・
団
員
）

石
渕
浩
司（
山
田
・
団
員
）

大
畠　

徹（
山
田
・
団
員
）

横
井
裕
貴（
秋
吉
・
団
員
）

鳴
瀬
健
司（
秋
吉
・
団
員
）

出
村
喜
一（
宇
出
津
第
二
・
団
員
）

TAX所得税
・
町
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に
平
成
20
年
分
所
得
税
、
平
成
21
年
度
町
県
民
税
の
申
告
受
け
付

け
は
２
月
16
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
で
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
、
期
限
内
に
申
告
で
き
る
よ
う
に
準

備
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
☎
62
ー
８
５
０
５

◆
町
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
、
能

登
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
20 

歳
以
上
の
人
に
申
告
書
が
配
布
さ
れ

ま
す
。
申
告
は
国
民
健
康
保
険
税
と

介
護
保
険
料
、
長
寿
（
後
期
高
齢
）

医
療
保
険
料
な
ど
の
申
告
も
兼
ね
て

い
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
不
利

益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

昨
年
収
入
が
な
か
っ
た
人
も
必
ず
申

告
し
ま
し
ょ
う
。

※
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
、
長

時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申告に必要なもの

申告会場へ行く前に忘
れ物がないかチェック

しましょう！

□印かん（認め印）

□配布された町県民
税申告書（税務署か

ら確定申告書が

　送付された方はその
申告書も）

□平成 20 年中の収入
の分かる書類（給与・

報酬・賃金・

　年金のある人は源
泉徴収票。なくした

人は再発行して

　もらいましょう）

□生命保険料・地震
保険料控除などを受

ける人は控除証

　明書

□国民年金保険料な
どを申告する人は納

付額の証明書ま

　たは領収書

□障害者控除を受け
る人は障害者手帳・

療養手帳など確

　認できるもの

□医療費控除を受け
る人は医療費の領収

書、補てんされ

　る金額の明細書

□住宅借入金等特別控
除を受ける人はその必

要書類

□所得税の還付を受
ける人は本人名義の

金融機関名、口

　座番号がわかるもの

日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16

申告受付スケジュール

※年金説明会　2月 4 日㈬　   能都庁舎 4階ホール　① 9:30 ～、② 13:30 ～
※税務署相談　2月 20 日㈮　能都庁舎 4階ホール　9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

【高倉地区】
高倉出張所
9:30 ～ 16:00

【神野地区】
神野公民館
9:30 ～ 16:00

【瑞穂地区】
瑞穂公民館
9:30 ～ 16:00

【鵜川地区】
鵜川支所
9:30 ～ 16:00

【白丸地区】
9:30 ～ 16:00
白丸公民館

【不動寺地区】
9:30 ～ 16:00
不動寺公民館

【全地区】能都庁舎 2階ロビー
2月 16 日～ 3月 16 日（9:00 ～ 16:00）

※税務署相談
能都庁舎 4階
9:30 ～ 16:00

休日受付
9:00 ～ 16:00
能都庁舎 2階

休日受付
9:00 ～ 16:00
能都庁舎 2階

休日受付
9:00 ～ 16:00
能都庁舎 2階

【小木地区】小木支所 2月 16 日～ 2月 27 日（9:00 ～ 16:00）

【柳田地区】柳田庁舎 1階会議室
3月 2日～ 3月 16 日（9:00 ～ 16:00）

【内浦地区】内浦庁舎 3階第 1会議室
3月 2日～ 3月 16 日（9:00 ～ 16:00）

電子証明書の取得方法
〈受付窓口〉町民課、能都・柳田サービス室
〈手続き方法〉
①住民基本台帳カード（住基カード）を申請する
　（交付までに 10日程度かかります）
【必要書類】・本人確認書類（運転免許証、パスポート、保険
証など）・顔写真（縦 4.5 ㌢×横 3.5 ㌢、住基カードに顔写
真付を希望される人のみ）・印かん・手数料  500 円

※暗証番号の入力が必要なため、交付の際は必ず本人が来庁
　してください。
②電子証明書を取得する　　　
【必要書類】・顔写真付本人確認書類（写真なし住基カードを
お持ちの場合）・手数料  500 円
※パスワードの入力が必要なため、取得の際は必ず本人が来
　庁してください。
詳しくは、町民課（☎ 72-2501）までお問い合わせください。

（電子申告）を始めるには、電子証明書が必要です。
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町職員の給与は、人事院勧告に基づいて行われる国家公務員の給与に
準じて条例案が作られ、町議会の議決を経て支給されています。
　行政の透明性を確保し、町民の皆さんに一層のご理解をいただく

ため、職員に支給している給与等のあらましをお知らせします。
　平成 20 年度は、昨年度に引き続き高齢職員（行政職 55 歳以上等）の昇給
停止および給与の減額（△ 2％～△ 6％）を行うとともに賞与についても一般
職△ 20％・特別職△ 50％の減額を行っています。

１．人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口
（19 年度末）

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

18 年度の
人件費率

19 年度 22,181 人 14,255,017 千円 209,223 千円 2,468,304 千円 17.3％ 16.8％

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区分
職員数
Ａ

給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

19 年度 353 人 1,218,770 千円 102,076 千円 407,257 千円 1,728,103 千円 4,895 千円

３．職員の初任給の状況（20年 4月 1日現在）

区分
初任給月額

能登町 石川県 国

一般行政職
大  学  卒 172,200 円 172,200 円 172,200 円

高  校  卒 140,100 円 140,100 円 140,100 円

技能労務職 高  校  卒 137,200 円 ー ー

５．一般行政職の級別職員数の状況（20年 4月 1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

職　名
主事
技師

主事
技師

主幹
係長
主査

課長補佐
主幹

課長
課参事

課長

職員数 24 人 33 人 88 人 60 人 14 人 16 人

構成比 10.2％ 14.0％ 37.5％ 25.5％ 6.0％ 6.8％

（注）能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

６－①期末・勤勉手当（20年度）
区分 能登町 国

支
給
率

期末手当 2.40 月分 3.00 月分

勤勉手当 1.20 月分 1.50 月分

計 3.60 月分（20％減額） 4.50 月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる

６－②退職手当
区分 自己都合 勧奨定年

支
給
率

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度 59.28 月分 59.28 月分

平均支給額 18,978 千円

加算措置 定年前早期退職の場合 2～ 20％加算

６－③扶養・住居・通勤手当　国の基準と同じ

６－④時間外勤務手当（普通会計）

19 年度
支 給 総 額 15,032 千円

職員 1 人当たり支給年額 43 千円

６－⑤特殊勤務手当（18年度）

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 23.0％

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 58,148 円

手当の種類（手当数） 7種類

７．特別職の報酬等の状況（19年度）

区分 月額 期末手当

給料
町　長
副町長

820,000 円
590,000 円

6 月期　0.80 月
12 月期　0.85 月

計　1.65 月
（50％減額）

報酬
議　長
副議長
議　員

275,000 円
245,000 円
225,000 円

6 月期　1.28 月
12 月期　1.36 月

計　2.64 月
（20％減額）

（注）特別職の報酬などの金額は、学識経験者などで構成される
特別報酬等審議会の答申に基づき、条例で定められています。

８．給与水準（ラスパイレス指数※）

区分 18 年度 19 年度

能登町 88.8 89.0

県内町 87.4 87.4

全国町村 93.5 93.9

９．部門別職員数の状況（4月 1日現在）

区分
職員数

前年比
19 年度 20 年度

一般行政

議会
総務
税務
労働
農林水産
商工
土木
民生
衛生

4
84
19
2
26
12
17
98
36

4
83
18
2
25
11
16
79
33

0
△ 1
△ 1
0

△ 1
△ 1
△ 1
△ 19
△ 3

小計 298 271 △ 27
特別行政 教育 44 37 △ 7

公営企業
等会計

病院
水道
下水道
その他

163
15
9
18

152
12
8
23

△ 11
△ 3
△ 1
5

小計 205 195 △ 10

合計 547 503 △ 44

１０．定員適正化計画

①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、総数の増
加を極力抑制するなかで、政策の変化や業務量の変化に応
じた職員の適正配置に努めています。
　「定員適正化計画」による計画では、10 年間で 140 人を
削減する目標を掲げています。

※国を 100 としたもの

４．職員の平均給料月額および平均給与月額の状況（20年 4月 1日現在）

区　分

能登町 国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.8 歳 318,342 円 345,702 円 41.1 歳 325,113 円 387,506 円

技能労務職 50.9 歳 256,402 円 274,968 円 48.9 歳 284,679 円 320,623 円

６．職員手当の状況

②採用・退職の状況

区分
18 年度
（人）

19 年度
（人）

20 年度
（人）

前年度
退職者等

行政職等 12 27 41
医療職 6 12 12

新　規
採用等

行政職等 5 11 0
医療職 6 5 9

年度当初職員数 570 547 503
前年比 △ 7 △ 23 △ 44
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　3年間にわたる漁業研修・実習を終えたインドネシア実習生

の修了証書授与式が１月 9日に県漁業協同組合小木支所で行わ

れました。式には実習生のほか船主や関係者ら約 100 人が出

席しました。実習生の受け入れは国際貢献と相手国の漁業技術

の向上を目的に、平成 14年度から行われています。

　修了証書を手渡した持木町長は「学んだ技術と知識を母国で

活用して漁業の振興につなげてください」と話し、これを受け

て実習生代表のジュリアナさんが「日本で得た誇りを持ってイ

ンドネシアに帰ります」と力強くあいさつしました。

能登の海で培った技術を母国へ
インドネシア漁業実習生修了証書授与式 炎と水しぶきの中、迫力ある太鼓を打ち鳴らす

彌榮太鼓初打ち奉納

　１月７日午前０時、宇出津の八坂神社で彌榮太鼓保存会によ

る初打ち奉納が行われ、見物客ら約 100 人が集まりました。

　あばれ祭と共に受け継がれ、町の無形民俗文化財にも指定さ

れている彌榮太鼓。昭和 47年に保存会が結成され、今年で 37

年目を迎えました。現在 20人の会員が所属し、保存継承活動

を続けています。神事を終えた保存会長の本谷順一さんが「良

い年になりますよう願いを込めて奉納いたします」とあいさつ

したあと、会員らは境内に作られた特設舞台で気迫の込もった

バチさばきを披露し、訪れた観客を魅了していました。

神恩感謝 所願達成 闇に轟く音

代表して持木町長から修了証書を受け取るジャリ・スクラさん

1 月

Event  of  Town

持参した募金を手渡す滝野くんと野村さん

みんなの気持ちも募金に添えて
宇出津小学校・赤い羽根共同募金

　誰もが幸せに暮らせるようみんなで協力し、学び合う活動と

して、多くのボランティアに支えられている赤い羽根共同募金

の街頭活動。宇出津小学校児童会では、町社会福祉協議会の呼

びかけに応え、運営委員長の高田早記さん（６年）をはじめと

する代表児童 12人が、放課後などの時間を利用して校内や町

内各所での募金活動を行いました。

　12月 24日、集められた大切な募金を福祉に役立ててもらお

うと滝野歩くん（６年）と野村彩乃さん（５年）が社会福祉協

議会能都支所を訪れ、支所長の坂本保子さんに手渡しました。

　女性のみで組織され、さまざまな分野で奉仕活動を行う団体

「国際ソロプチミスト輪島」の会員５人が、12月 18 日に柳田

小学校と宇出津小学校を訪れ図書カードを寄贈しました。会員

らは 10 月 16 日に能登町で開催された大相撲能登場所で元気

市に出店。その収益金の一部をぜひ子どもたちの学習に役立て

てほしいという願いから今回の贈呈式が行われました。

　各小学校長に目録を手渡した曽又由紀子会長は「図書はすべ

てのものにつながります。子どもたちにたくさんの素晴らしい

本を読んでもらいたいですね」と話していました。

元気市から元気な子どもたちへ
国際ソロプチミスト輪島・図書カード贈呈式

　全国的にも例をみない枯
かれさんすい

山水で知られる県指定史跡松波城跡

庭園跡で 12月 20日、発掘調査現地説明会が行われ約 50人が

参加しました。町教育委員会は、平成 19年度からその構造や

表現方法など詳細について調査を行ってきました。

　15世紀後半から 16世紀前半（戦国時代）に作られた可能性が

高いこの枯山水は全長約７㍍。湧き水を渦巻き状で示し、湧き

出た水の流れは平らな石を縦に並べて、その大小や傾きで水の

強弱を表現しています。町は平成 21年度も引き続いて調査を

行い、庭園跡の全容解明を進めていきます。

新出直典学芸員による池状遺構の解説に耳を傾ける参加者

流水を表す繊細な手法が魅せる
松波城跡庭園跡発掘調査現地説明会

団員は一人ずつ研修で体験したことを発表しました

中学生海外研修報告会

　昨年７月 30日から８月８日にかけて実施された中学生海外

研修の報告会が 12 月 17 日、能都庁舎で行われました。報告

会にはオーストラリアで研修をしてきた派遣団員 15人と、保

護者や関係者など合わせて 40人が参加しました。

　この研修は広い視野と実践力を備えた人材を育成することを

目的に毎年行われているものです。参加した団員たちは「ホー

ムステイを通して何事にも挑戦できた」「英語力が上がった」

など、自分が得たことについて発表するとともに、貴重な経験

ができたことに感謝の言葉を述べていました。

オーストラリアの地で学んだ事

浅見柳田小学校長へ目録を手渡す曽又会長

　全国を飛び回り、古里の魅力を再発見するNHKのテレビ番組「金とく出前コ

ンサート」の公開録画が１月 15日に行われました。会場の能都庁舎には、観覧

希望応募総数 1.456 通の中から選ばれた 270 人の観客が詰めかけました。

　このコンサートは能登半島地震からの復興を願い、歌手の小林幸子さんと堀

内孝雄さんの歌声で能登町を元気づけようと実現したものです。初めに堀内さ

んが代表曲「恋唄綴り」を歌いながら登場し観客席へ降りていくと、大きな歓

声と拍手に包まれました。続いて、会場後方から突然小林さんが登場。大ヒッ

ト曲の「もしかして」「おもいで酒」などを披露しました。観客らはそれぞれの

思いを胸に、心ゆくまで豪華な共演を堪能していました。

金とく出前コンサート公開録画

復興願い能登町を応援する歌声
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▼ リクエストコーナーで
は角田満壽子さん（宇出
津）と金七聖子さん（松波）
の二人もアシスタントと
して参加！
　気になる放送日は 2 月
20 日㈮午後 8時から

▼「能登町の皆さんから逆
に元気をいただきました」
と語った小林幸子さん


